
１．認知症を知ろう

◆ 認知症とは？

脳は記憶、感覚、思考、感情、体全体の調節（呼吸・睡眠・体温など）といった、生きていくため

に必要なほとんどの働きをコントロールしている司令塔です。

認知症とは、いろいろな原因で脳の細胞が死んでしまうなどして、脳の司令塔の働きに不具合が生

じ、さまざまな障害が起こり、生活する上での支障がおよそ か月以上継続している状態を指します。

◆ 認知症の症状

病気の進み方は、病気の質や人によって異なります。

周辺症状は日常生活や人間関係、性格によって個人差があるため、見られないこともあります。

・性格 ・素質

・環境 ・人間関係

・周囲の対応などが本人にもたらす

心理状態

不安…

できないことがあってイライラ…

つらさをわかってもらえず苦しい…

怒られてばかりでうまくいかない…

脳の病気が直接原因の症状

治すことが
できません

【不安・焦燥】 【睡眠障害】 【うつ状態】
・落ち着かない ・昼と夜が逆転する ・気分が落ち込む
・イライラしやすい ・おっくう、面倒くさい

【暴言・暴力行為】
【徘徊】 【幻覚・妄想】
・外に出かけて道に迷う 【不潔行為】 ・実際にないものが見える

・いない人の声が聞こえる

【食行動異常】 ・誰かがお金を盗んだなどと
言い張る

周辺の適切な対応で症状が変わる

周辺症状（行動･心理症状）

周りの人の助けが

あればよくなる可

能性があります

【記憶力の低下】

・同じことを何度も聞く

・新しいことを覚えられない

・つい先ほどのことを忘れる

（５～ 分から２日前

ぐらいの記憶）

【見当識障害】

・時間、日付、季節、場所、人物

が分からない

【理解・判断力の低下】

・考えるスピードが遅くなる

・２つ以上の事が重なるとうまく

処理できない

・いつもと違う出来事で混乱しや

すくなる

【実行機能障害】

・手順を追って順序良く

物事を進めることが

できない

（料理や買い物が

うまくできない）
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◆ 主な認知症の種類

アルツハイマー型認知症

最も多い認知症で、ゆっくり進行する。もの忘れから症状が始まることが多く、段取りなどでき

ていたことが徐々にできなくなる。

レビー小体型認知症

子どもや動物、昆虫など生々しい幻視が現れる。睡眠中に大声をあげたり、ばたばたしたりする。

手足の動きがゆっくりになり、動きが減り、歩行は小刻みになる。時間帯や日によって症状に変

動がみられる。

血管性認知症

脳梗塞など、脳の血管の異常で起こる。気分の落ち込みや意欲の低下が出やすく、怒りっぽくな

るなど感情の制御がしにくい。手足のマヒなど運動障害が起こることがある。

前頭側頭型認知症

理性をつかさどる前頭葉を中心に脳が委縮する。遠慮がなくなり、行動に抑制が利かなくなる。

万引きや交通違反などの反社会的行動を取ることがある。興味や関心がなくなると話の途中でも

立ち去ることがある。記憶力は比較的保たれる。

※認知症の原因となる病気は、 ～ 種類あり、混在することもあります。

◆ 老化によるもの忘れと認知症によるもの忘れの違い

老化によるもの忘れ 認知症によるもの忘れ

原因 老化 脳の病気

記憶

体験したことの一部を忘れる

新しいことを記憶できる

約束をうっかり忘れる

体験の流れ

記憶の帯

体験したこと全体を忘れる

新しいことを記憶できない

約束したこと自体を忘れる

体験の流れ

抜け落ちる

記憶の帯

見当識 曜日や日付を間違えることがある
季節にそぐわない服を着る

通い慣れた道を間違える

判断力 低下しない 低下する（認識力や理解力が落ちる）

日常生活 さほど支障がない 支障がある

もの忘れの

自覚

自覚している

手がかりやヒントがあれば思い出す

初期にはもの忘れの自覚があるが、自覚に

乏しい
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１．認知症を知ろう

◆ 認知症とは？

脳は記憶、感覚、思考、感情、体全体の調節（呼吸・睡眠・体温など）といった、生きていくため

に必要なほとんどの働きをコントロールしている司令塔です。

認知症とは、いろいろな原因で脳の細胞が死んでしまうなどして、脳の司令塔の働きに不具合が生

じ、さまざまな障害が起こり、生活する上での支障がおよそ か月以上継続している状態を指します。

◆ 認知症の症状

病気の進み方は、病気の質や人によって異なります。

周辺症状は日常生活や人間関係、性格によって個人差があるため、見られないこともあります。

・性格 ・素質

・環境 ・人間関係

・周囲の対応などが本人にもたらす

心理状態

不安…

できないことがあってイライラ…

つらさをわかってもらえず苦しい…

怒られてばかりでうまくいかない…

脳の病気が直接原因の症状

治すことが
できません

【不安・焦燥】 【睡眠障害】 【うつ状態】
・落ち着かない ・昼と夜が逆転する ・気分が落ち込む
・イライラしやすい ・おっくう、面倒くさい

【暴言・暴力行為】
【徘徊】 【幻覚・妄想】
・外に出かけて道に迷う 【不潔行為】 ・実際にないものが見える

・いない人の声が聞こえる

【食行動異常】 ・誰かがお金を盗んだなどと
言い張る

周辺の適切な対応で症状が変わる

周辺症状（行動･心理症状）

周りの人の助けが

あればよくなる可

能性があります

【記憶力の低下】

・同じことを何度も聞く
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・つい先ほどのことを忘れる
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・考えるスピードが遅くなる

・２つ以上の事が重なるとうまく

処理できない

・いつもと違う出来事で混乱しや

すくなる
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日 常 生 活 さほど支障がない 支障がある

もの忘れの

自 覚

自覚している

手がかりやヒントがあれば思い出す

初期にはもの忘れの自覚があるが、自

覚に乏しい

１．認知症を知ろう

◆ 認知症とは？

脳は記憶、感覚、思考、感情、体全体の調節（呼吸・睡眠・体温など）といった、生きていくため

に必要なほとんどの働きをコントロールしている司令塔です。

認知症とは、いろいろな原因で脳の細胞が死んでしまうなどして、脳の司令塔の働きに不具合が生

じ、さまざまな障害が起こり、生活する上での支障がおよそ か月以上継続している状態を指します。

◆ 認知症の症状

病気の進み方は、病気の質や人によって異なります。

周辺症状は日常生活や人間関係、性格によって個人差があるため、見られないこともあります。

・性格 ・素質

・環境 ・人間関係

・周囲の対応などが本人にもたらす

心理状態

不安…

できないことがあってイライラ…

つらさをわかってもらえず苦しい…

怒られてばかりでうまくいかない…

脳の病気が直接原因の症状

治すことが
できません

【不安・焦燥】 【睡眠障害】 【うつ状態】
・落ち着かない ・昼と夜が逆転する ・気分が落ち込む
・イライラしやすい ・おっくう、面倒くさい

【暴言・暴力行為】
【徘徊】 【幻覚・妄想】
・外に出かけて道に迷う 【不潔行為】 ・実際にないものが見える

・いない人の声が聞こえる

【食行動異常】 ・誰かがお金を盗んだなどと
言い張る

周辺の適切な対応で症状が変わる

周辺症状（行動･心理症状）

周りの人の助けが

あればよくなる可

能性があります

【記憶力の低下】

・同じことを何度も聞く

・新しいことを覚えられない

・つい先ほどのことを忘れる

（５～ 分から２日前

ぐらいの記憶）

【見当識障害】

・時間、日付、季節、場所、人物

が分からない

【理解・判断力の低下】

・考えるスピードが遅くなる

・２つ以上の事が重なるとうまく

処理できない

・いつもと違う出来事で混乱しや

すくなる

【実行機能障害】

・手順を追って順序良く

物事を進めることが

できない

（料理や買い物が

うまくできない）
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◆ 主な認知症の種類

アルツハイマー型認知症

最も多い認知症で、ゆっくり進行する。もの忘れから症状が始まることが多く、段取りなどでき

ていたことが徐々にできなくなる。

レビー小体型認知症

子どもや動物、昆虫など生々しい幻視が現れる。睡眠中に大声をあげたり、ばたばたしたりする。

手足の動きがゆっくりになり、動きが減り、歩行は小刻みになる。時間帯や日によって症状に変

動がみられる。

血管性認知症

脳梗塞など、脳の血管の異常で起こる。気分の落ち込みや意欲の低下が出やすく、怒りっぽくな

るなど感情の制御がしにくい。手足のマヒなど運動障害が起こることがある。

前頭側頭型認知症

理性をつかさどる前頭葉を中心に脳が委縮する。遠慮がなくなり、行動に抑制が利かなくなる。

万引きや交通違反などの反社会的行動を取ることがある。興味や関心がなくなると話の途中でも

立ち去ることがある。記憶力は比較的保たれる。

※認知症の原因となる病気は、 ～ 種類あり、混在することもあります。
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